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１．概要（Summary） 

血流速と血圧は共に健康状態を把握する上で重要な

情報であり，両者を同時に一つの小型デバイスで計測す

ることは診断時間の短縮や非侵襲性の観点から有用であ

る．前者は MHz オーダの超音波ドップラーによって，後

者は1秒に1度程度の心臓の拍動の検知によって計測で

きるため，両者を同時に計測するためには広い周波数帯

域において高感度な受信が可能な圧力センサを用いる

必要がある． 
本研究では，液体表面に接するピエゾ抵抗型カンチレ

バーを利用した小型圧力センサを利用してドップラー効

果を利用した速度の計測を行った．このセンサ構造では，

カンチレバーが液体の表面波に従って振動するために広

帯域の超音波の受信が可能となる． 
 
２．実験（Experimental） 
・利用した主な装置 
 高速大面積電子線描画装置 
・実験方法 
 提案するセンサを実現するために，ナノテクプラットフォ

ームが有する電子線描画装置を活用し，ピエゾ抵抗型カ

ンチレバーを製作した．製作したカンチレバーに液体と空

気をそれぞれ満たすためのチャンバを取り付けて Fig. 1
に示すような小型圧力センサを実現した．製作したセンサ

を用いて MHz オーダの超音波の受信実験とドップラー

効果を利用した速度の計測実験を行った． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

MHz オーダの超音波受信実験を行った結果，製作し

たセンサは上記周波数帯域で良好な応答を示すことが分

かった．また速度の計測実験では，異なる 2 種類の速度

に対して，ドップラー効果を利用して計測した結果，いず 

 

れの場合においても 15 %以内の誤差で速度を計測する

ことができた．  
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